
Hafa Adai!
（ハッファデ

ィ！)　 ～愛と感動のグアム研修4日間～

　今回のグアム研修は、私にとって初めての海外体験で
した。この研修で私は２つの目標をたてて参加しまし
た。
　１つ目の目標は、「グアムの人と友達になりたい」という
事です。私とペアになった子は“アビちゃん”といって、私と
同じ中学１年生の子でした。髪が長く、ネックレスやブレ
スレットをしていて、とてもオシャレな子でした。アビちゃ
んは、自分の友達のことや、学校の中のことをたくさん教
えてくれました。もちろん、英語ばかりなので、理解できな
い言葉もありましたが、私はアビちゃんの言葉に一生懸
命耳をかたむけて、アビちゃんも私の言っていることを理
解しようとしてくれました。そして、一緒にココナッツキャ
ンディー作りを見学したり、バスケットボールとバレー
ボールをして遊んだり、楽しい時間を過ごすことができ、
「友達になれた」という感じがして嬉しかったです。
　２つ目は、「イルカを見たい」でした。残念ながらイル
カは遠くのほうで背ビレが見えただけでしたが、初めて
見る野生のイルカは、のびのびと広い海を泳いでいて、と
ても気持ちよさそうでした。また、シュノーケリングで見
た海の中は、青く透きとおっていて、きれいな魚がたくさ
んいました。
　私がグアムで一番感動したことは、ナイトクルーズから
見た月です。その時見た月は、黄金色に輝いていて、すば
らしくきれいで、今も忘れることが出来ません。“みんな
に、あの月を見せてあげたいなぁ”と思ったほどです。
　私は飛行機に乗るのも、海で遊ぶのも初めてだったの
で、ビックリがいっぱいでした。きっと日本では体験でき
ない事もたくさんあったと思います。４日間の研修で、19
名の仲間と楽しい思い出がたくさんつくれ、無事に帰国
できた事は本当によかったです。
　この思い出は、一生忘れません。

　ぼくのグアム研修の目的は「現地の人々の生活や文化
を知りたい、学校の子たちと仲良くしたい」でした。ま
ず、文化で一番心に残っているのは、チャモロダンスで
す。日本の踊りとちがう所は、物語がダンスで表現され
ている所です。物語が進むにつれ次 と々違う世界が広
がっていって、そのすごさに圧倒されたのが印象的で
す。次は、イナラハンミドルスクールでの生徒たちとの交
流です。「仲良くしたい」とは思っていたけれど、正直な
所、最初はやっぱり「ちゃんと話せるかな」などの心配事
がたくさんありました。でも、その心配はすぐに無くなり
ました。なぜかというとそのイナラハンミドルスクールの
子たちが積極的に話しかけてきてくれて、すぐにコミュニ
ケーションをとることができ、簡単に友達になることが
できたからです。もちろんのこと日本語はつうじないの
で、英語で話すしかなかったけど、ジェスチャーなどを
つかい、気楽に話すことができて、いつのまにか楽しい
気持ちが心の中にあったような気がします。言葉はつう
じなくても、心がつうじれば仲良くできることが分かりま
した。本当にいい体験をしたなと思いました。

　今回で15回目を迎えた青少年海外派遣研修。 
　今年は8月24日から27日までの3泊4日の日程
で、19人の中学生をグアムへ派遣しました。
　現地では、最初に交流を続けているイナラハン・

ミドルスクールを訪問しました。先住民族チャモロ人の伝統的なチャモロ・ダンスの披露、学校施設紹介
や授業体験、体育館でのスポーツ交流や学校近くのチャモロ民俗村でのココナッツ・キャンディー作りを
体験しました。
　また、グアムの綺麗な海での野生イルカ・ウォッチングやカラフルな熱帯の魚と触れ合うシュノーケリン
グ体験、大型ショッピングモール内での自由行動など日頃学んだ英会話の実践を通じて、グアムの風土
や歴史、生活文化を直接肌で感じることができました。
　日本では絶対経験することが出来ない4日間を過ごすことによって、学校では学べない国際感覚を大
いに養われたことでしょう。
　参加者による海外研修の報告を一部紹介します。

こんにちは！

初めてのグアム研修
　　　　　　　　　　1年5組　武藤まみ

仲良くなったペアの生徒と一緒にパチリ

貝殻製の首かざりをかけてもらい歓迎される生徒

バスケットでスポーツ交流

別れを惜しむ生徒たち

歓迎のチャモロ・ダンスを披露

グアム研修で学んだこと
　　　　　　　　　2年6組　田島誉士幸

シュノーケリングで熱帯魚と戯れる

グアムの美しい自然と素  敵な友達との思い出を忘れずに…
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